
これからの広告会社は、人々の根源的な欲
求である「贈与」を軸にした事業展開、サー
ビス構築を検討すべきだ。

2000年代以降の世界経済における変化を
観察すると「人々の間で、個人間の取引に対
する抵抗が一時期よりも薄れてきている」と
いうこと、そして「社会貢献意識や倫理的共
感に根ざした消費活動が一般的になってき
た」ということがいえる。人々は、消費活動
を通じて、他者との情緒的つながりや、社会
貢献の実感を強く求めるようになった。これ
らは、かつての大量生産・大量消費を前提と
した「大きな」資本経済の営みからこぼれ落
ちていた要素でもある。これに対して、近年

「贈与経済（ギフトエコノミー）」が注目を集
めている。贈与経済の定義には「持てるもの
が自分の持つ資産や労働資本を持たざる誰か
に送り、受けたものは同様に別の持たざる誰
かに送ることでサイクルを回していく経済シ
ステム」などがあり、小さな規模ながら実践
例も存在する。

すでに我々の生活に深く根ざしている資本
経済が、こうした贈与経済に完全にとって代
わられるという未来は考えにくいが、消費の
動機としての贈与は存在感を増していくと考
えられる。人々の贈与への欲求を取り込むこ
とで、より消費者にとって満足度の高い経済
活動・事業発展は可能である。そのような将
来に対して、広告会社が寄与できることとし
て、以下のようなテーマを、世界各国の先進
事例とともに提言する。①消費活動の中に贈
与行為が生まれる仕組みを作る……イタリア
の「スペーザ・ソスペーザ」の事例のように、
個人的に実行するのは心的にハードルが高い
贈与行為（寄付など）を、消費者に自然な形
で気軽に実践してもらえる仕組み作り。②顧
客の「受贈者的人格」の育成……国分寺市の
地域通貨「ぶんじ」の事例のように、「こん
なにいいものを受け取れるなら適切なお返し
をしたい」という受贈者的人格を育てる取り
組み。③顧客との「共通の倫理観」を提示し、
共感を得る……アメリカの「ブラック・アン
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「贈与」という言葉はチャリティやボランティ
アといった慈善活動の文脈に取り込まれがち
です。しかし、贈与行為とは古来より人類が
ごく自然に行なってきた営みであり、決して
特別なものではありません。一見対立する概
念のようにも思える「贈与」と「消費（＝交
換経済）」のいきいきとした融合の可能性を、
これからも広告の見地から探っていきます。
部門初の受賞ということで大変光栄に感じて
おります。本当にありがとうございます。

㈱大広 WEDO
プロデュース力Division
チームデジタルプロデュース力

高石　瑞希
たかいし 　    みずき

来る「贈与」の時代に広告会社は
何をすべきか

入選

1993 年神戸出身。京都市立芸術大学卒業後、フ
リーランスのイラストレーター・グラフィックデ
ザイナー・アニメ作家活動を経て、同大学大学院
に入学、ビジュアル・デザイン専攻修士課程修了。
2022年、㈱大広／大広WEDO入社。デジタル広
告を中心にデザイン制作およびディレクション業
務に携わる。Metro Ad Creative Award 2022ファ
イナリスト。

※以下はプレゼンテーション動画の要約文です。動画は JAAA Web サイトにてご視聴いただけます。



ド・モバイル」の事例のように、人権意識や
コミュニティ醸成といった企業／ブランドの
倫理観を示し賛同を得る取り組み。

今後、新規事業創造や情報発信といった広
告会社の仕事の中心にこうして「贈与」を据
えることで、消費者の満足度を高め、さらな
る事業成長にもつなげられるはずである。
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